
》
 

（
 

『
 

（
 

 

ル奴
橋
一
架
替
工
事完
成
を
祝
い
 

渡
 
り
 初
 
め
 
式
 

嘉
瀬

北
部
地
域
を

西
流
す
る
小
田

川
に

架
る
こ

の
橋
は
、
全
長

四
十
三

・
八
メ
ー
 

ト
ル
、
幅
員
は

七
メ

ー
ト

ル
と
広
く
な
っ

て
い
ま
す
。
 

午
前
十
時
三
十
分
、

大
橋
町
長
、

原

田

一
実
県
議
会
議
長
、

山
舘
五
所

川
原
土
木

事
務
所

長
ら
を

先
頭
に
渡
り
初

め
し
、

ま

た
奴
橋
に

ち
な
ん
で

県
文

化
財

の
嘉
瀬
奴

踊
り
が

橋
上
で
披
露

さ
れ
、

橋
に
集
ま
っ

た
住
民

か
ら
盛
ん

に
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し

た
。
 

奴
橋
渡
り
か
け
れ
ば

道
ひ
ら

く
 

あ
せ
り
あ
わ

て
ず
踊
子
徴

へ
 

昭
和
六
＋
ニ

年
九

月
三

日
 
山
中
 

久

美
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昨
年
十
一

月
か
ら
架
替

工
事
に
着
手
し

て
い
た
嘉
瀬

の
ク
奴
橋
4
が
完
成
し
、

九

月
三
日
に

渡
り
初

め
式
が
お

こ
な
わ
れ
ま
 

し
た
。
 



	・mmmm川金木だより ② 

みんなで築こう豊かな老後
長寿を祝い 

町敬老大会 

「
 一

 

~ーー  
成人おめでとう 
町と教育委員会が主催する 「金木町成人を祝う会」が、 8 月15 

日、中央公民館で開催され、 155 人が大人の仲間入りをし、大橋

町長らの祝福を受けました。 

「
み
ん
な
で
築
こ
う
豊
か
な

老
後
」
 
「社
会
に
活
か
そ
う
知

恵
と
経
験
」
 
をス
ロ
ー
ガ
ン
に

さ
る
九
月
八
日
、
町
中
央
公
民

館
で
か
金
木
町
敬
老
大
会

I
が

開
か
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
は
、
長
い
間
、
社

会
の
た
め
貢
献
さ
れ
た
お
年
寄

り
を
顕
彰
し
、
健
康
で
明
る
い

老
後
生
活
を
築
く
た
め
、
町
が

町
杜
会
福
祉
協
識
会
、
町
老
人

ク
ラ
プ
連
合
会
、
町
連
合
婦
人

会
の
協
力
を
得
て
毎
年
開
い
て

い
る
も
の
で
す
。
 

大
会
で
は
、
大
橋
町
長
の
あ

い
さ
つ
に
統
き
九
十
歳
以
上
の

長
寿
者
、
八
十
歳
に
達
し
た
長

寿
者
夫
婦
ら
に
顕
彰
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
 
 お

年
寄
り
を
テ
ー
マ
に
募
集
し

た
作
文
の
優
秀
作
品
、
 「
元
気

は
つ
ら
つ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
（
金

木
小
五
年

I
白
川
泉
）
 
「私
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
 
（嘉
瀬
小
五

年

I
沢
田
奈
々
）
 
「も
う
一
人

の
先
生
」
 
（
喜良
市
小
五
年

I
 

金
子
幸
子
）
 
「元
気
に
な
っ
た

お
じ
い
ち
ゃ
ん
」
 
（川
倉
小
五

年
ー
泉
谷
有
香
）
を
生
徒
児
童

が
朗
読
。
会
場
か
ら
は
盛
ん
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
 

西
北
地
方
福
祉
事
務
所
長
、
沢

田
茂
町
議
会
議
長
、
大
橋
忠
雄

町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
長
が

次
々
と
お
祝
い
と
激
励
の
こ
と

ば
を
述
べ
ま
し
た
。
 

午
後
か
ら
は
畳
食
を
は
さ
ん

で
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
入
り
、
 

民
謡
や
手
踊
り
に
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

受
賞
は
次
の
通
り
で
す
。
 

▽
県
知
事
顕
彰

（
九十
歳
に

達
し
た
長
寿
者
）
I
角
田
サ
ト
、
 

新
岡
つ
る
、
関
本
く
り
、
其
田

さ
わ
、
演
田
さ
き
、
今
謙
光
、
 

小
野
た
き
、
米
谷
ゆ
わ
、
葛
西

つ
よ
、
桑
田
初
五
郎

（
八
十
八

歳
以
上
の
長
寿
者
夫
婦
）
I
太

田
助
七
・
み
へ
▽
九
十
歳
以
上

長
寿
者

I
田
村
な
里
、
浅
木
似

知
、
角
田
サ
ト
、
葛
西
き
な
、
 

新
岡
つ
る
、
太
田
助
七
、
新
岡
 
 た

け
、
黒
滝
善
之
助
、
前
田
タ

ョ
、
前
田
ふ
ゆ
、
泉
谷
豊
次
郎
、
 

山
谷
き
く
、
関
本
く
り
、
加
福

良
吉
、
奈
良
惣
五
郎
、
土
岐
志

よ
、
白
川
ふ
よ
、
其
田
さ
わ
、
 

棟
方
さ
な
、
演
田
さ
き
、
木
下

つ
ね
、
演
田
き
せ
、
黒
川
ふ
に
、
 

須
崎
り
せ
、
今
と
め
、
古
川
と

み
、
今
謙
光
、
小
野
た
き
、
米

谷
ゆ
わ
、
今
こ
と
、
葛
西
つ
よ

▽
八
十
五
歳
に
達
し
た
長
寿
者
 

I
田
中
イ
サ
、
藤
元
サ
ク
ラ
、
 

角
田
さ
み
、
石
戸
谷
ヤ
ス
、
今

ツ
ナ
、
小
野
養
助
、
滞
田
茂
太

郎
、
中
西
千
次
郎
、
白
川
政
次

郎
、
白
川
タ
ケ
、
泉
谷
ョ
シ
ヲ
、
 

須
藤
ス
ワ
、
乗
田
ス
ナ
、
秋
元

ヤ
ョ
、
泉
谷
コ
ド
、
伊
藤
ソ
子
、
 

小
山
内
ス
テ
、
黒
滝
タ
ョ
、
古

川
三
四
郎
、
今
じ
ん
、

伊
丸
岡
 

F
 

り
ま
、
棟
方
ヤ
サ
コ
、
黒
川
ソ

ネ
、
鳴
海
角
蔵
、
今
ヒ
テ
▽
八

十
歳
に
達
し
た
長
寿
者
夫
婦

I
 

伊
藤
久
雄
・
キ
サ
、
原
田
勘
作
 

・

つ
や
、
原
田
九
仁
四
郎

・
シ

ナ
。
 

、
、
、
●

‘
、
、
、
、
“
、
、
、
、

、
‘、，
・，
●
，,
 

あ
な
た
の
善
意
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す

金
木
小
学
校
二
年
、
角
田
裕

遺
君
が
拾
得
金
千
円
を
警
察
署

を
通
し
て
こ
の
ほ
ど
町
に
寄
付

し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

今
年
の
成
人
対
象
者
は
、
昭

和
四
十
二
年
度
生
ま
れ
の
男
七

十
人
、
女
八
十
五
人
の
百
五
十

五
人
で
、
会
場
に
は
、
お
盆
で

帰
省
し
た
新
成
人
も
含
め
百
三

十
四
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
 

カ
祝
う
会

4
は
、
大
橋
町
長

が
 
「今
後
、
思
う
存
分
．
長
い

生
涯
に
お
い
て
活
躍
さ
れ
る
よ

う
努
カ
し
て
く
だ
さ
い
い
と
あ

噌

h
v沢
田
町
議
会
議
長
、
 

花
田

一
県
議
会
議
貝
、
阿
部
陽

一
連
合
青
年
団
長
が
次
々
と
激

励
と
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
述
べ

ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
町
長
か
ら
記
念
品

が
贈
ら
れ
、
成
人
代
表
の
松
川

正
樹
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
、
次

の
世
代
を
担
う
べ
く
決
意
を
新
 

た
に
し
て
い
ま
し
た
。
 

大橋町長から顕彰を受ける長寿者 



③ 金木だより町川―川mm”…・ 

スポーツに闘志と友情 

水泳大会 

元気に 

水しぶき．ク 

へ
い
」
 

心
身
と
と
も
に
健
康
な
子
ど

も
た
ち
の
育
成
を
目
的
に
喜
良

市
ス
ポ
ー
ッ
愛
好
会

（
小
野祐

蔵
会
長
）
で
は
、
さ
る
八
月
一
一

十
三
日
、
金
木
町
内
少
年
体
育
 

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

会
場
の
喜
良
市
小
学
校
グ
ラ

ン
ド
で
は
、
野
球
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
、
相
撲
の
各
競
技
の
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
数
百
人
の
 

観
客
か
ら
、
盛
ん
に
声
援
が
送
 

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

界
昨
 
平
 
力
 
哉
 
闘
 
棟
 
ッ
 
嘉
 
▼
 
結
 
才

1一
客
 
繰
 
ル
 
ド
 
会
 
会
 
三
 
全
 

▼
野
球
 

①
嘉
瀬
小
②
金
木
小
③
川
倉
小

バ
ッ
テ
リ
ー
賞
ー
沢
田
徳
寿
、
 

棟
方
学

（
以
上嘉
瀬
小
）
 

敢
闘
賞
I
池
田
直
人
、
前
田
宗
 

哉

（
以
上金
木
小
）
 

努
力
賞
I
三
潟
正
規
、
其
田
光
 

平

（
以
上川
倉
小
）
 

f
 

》
ー
 

“
包
 

▼
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 

①
川
倉
小
②
金
木
小
③
嘉
瀬
小
 

バ
ッ
テ
リ
ー
賞
I
敦
賀
桜
、
泉
 

谷
久
美

（
以
上川
倉
小
）
 

敢
闘
賞
ー
田
中
美
智
子
、
川
口
 

睦
美

（
以
上
金
木
小
）
 

努
力
賞
I
沢
田
綾
子
、
秋
元
美
 

由
紀

（
以
上嘉
瀬
小
）
 

▼
相
撲
 

o

団
体
 

①
金
木
小
A
②
金
木
小
B
③
嘉
 

瀬
小
A
 

o

個
人
 

四
年
生
以
下
の
部
 

①
西
村
公
憲

（
金
小
）
②
伊
藤

公
寿

（
同
）
③
松
川
啓

一
 
（
嘉

小
）
④
中
村
公
哉

（
金
小
）
⑤

伊
藤
健
治

（
嘉
小
）⑥
松
川
兼

吾

（
同
）
 

五
年
生
の
部
 

①
秋
元
正
幸

（
金小
）
②
角
田

潤
一
 
（
同）
③
相
内
崇
（
同
）
 

④
櫛
引
隆
宏

（
嘉
小
）
⑤
吉
田

郁
世

（
金
小
）
⑥
加
賀
谷
文
豪
 

（
喜
小
）
 

六
年
生
の
部
 

①
木
田
敏
彦

（
喜
小
）
②
棟
方

孝
雄
（
嘉
小
）
③
蒔
田
七
三
郎
 

（
金
小
）④
千
葉
行
誠
（
嘉
小
）
 

⑤
鳴
海
匡
洋

（
嘉
小
）
⑥
其
田

光
平

（
川
小
）
 

態
度
賞
廿
木
田
敏
彦
（
喜
良
市

小
）
 
 

年
▽
男
子
 
白
川
勝
也
（
金
小
）
 

▽
女
子
 
川
口
千
佳

（
金小
）
 

◆
四
年
▽
男
子
 
三
上
優
作
（
金

小
）
▽
女
子
 
杉
山
圭
子

（
金

小
）
1
8秒
0
2大
会
新
◆
五
年
▽

男
子
 
古
川
大
晴

（
喜
小
）
▽

女
子
 
沢
田
恵
利
子

（
金
小
）
 

◆
六
年
▽
男
子
 
竹
内
秀
光
（
金

小
）
▽
女
子
 
敦
賀
桜
（
川
小
）
 

1
7秒
5
0大
会
新
 

【
五
＋計
自
由
型
】
◆
四
年

▽
男
子
 
原
田
旭

（
金
小
）
▽

女
子
 
石
岡
佳
澄

（
金
小
）
◆

五
年
▽
男
子
 
小
野
裕
之

（
喜

小
）
▽
女
子
 
大
橋
奈
々
（
金

小
）
◆
六
年
▽
男
子
 
加
藤
喜

代
仁

（
金小
）
3
6秒
7
5大
会
新

▽
女
子
 
金
本
牧
子

（
金
小
）
 

【
百計
自
由
型
】
◆
四
年
▽

男
子
 
田
中
忍

（
金
小
）
▽
女

f
 
新
岡
朋
恵

（
金小
）
 

1
分
4
2秒
1
9大
会
新
◆
五

年
▽
男
子
 
葛
西
英雄

（
金

小
）
1
分
4
8秒
1
4大
会
新
 

V
女
子
 
白
石
真
奈
美
（
金

小
）
◆
六
年
▽
男
子
 
斉

藤
郁
夫

（
金小
）
1
分
3
6
 

秒
5
9大
会
新
▽
女
子
 
長

尾
恵

（
金
小）
 

【
ニ
＋
五
居
平
泳
】
◆

四
年
男
子
 
小
野
泰
弘
 

（
金
小）
▽
女
子
 
今
愛
 

f

（
金
小
）
◆
五
年
▽
男
 
 子

 
鎌
田
千
佳
久

（
嘉
小
）
▽

女
子
 
竹
内
真
美
子
（
川
小
）
◆

六
年
▽
男
子
 
蒔
田
七
三
郎
（
金

小
）
▽
女
子
 秋
元
真
由
美
（川

小
）
 【

五
十
訂
平
泳
】
◆
四
年
▽

男
子
 
白
川
嘉
人

（
金
小
）
▽

女
子
 
沢
田
山
香
利

（
金小
）
 

5
6秒
2
8大
会
新
◆
五
年
▽
男
子

工
藤
誠
史

（
金小
）
▽
女
子

泉
谷
千
晴

（
川
小
）
◆
六
年
▽

男
子
 
小
野
詠
右

（
金小
）
4
7
 

秒
8
3大
会
新
▽
女
子
 
三
潟
美

幸

（
川
小
）
 

【
ニ
十
五
H
背
泳
】
◆
四
年

▽
男
子
 
山
中

一
成
（
嘉
小
）
 

▽
女
子
 
斉
藤
揚
子

（
金小
）
 

◆
五
年
▽
男
子
 
五
十
嵐
雄

一
 

（
金
小
）
▽
女
子
 
山
田
稲
子
 

（
金小
）
◆
六
年
▽
男
子
 
古

崎
正
貴

（
嘉
小）
▽
女
子
 
工

藤
美
紀
子

（
喜
小
）
 

【
五
＋
計
背
泳
】
◆
四
年
▽

女
子
 
成
田
恵
美

（
金
小）
◆

五
年
▽
男
子
 
斉
藤
聡
洋

（
嘉

小
）
▽
女
子
 
舛
甚
き
よ
か

（
金

小
）
◆
六
年
▽
男
子
 
岩
間

一

美

（
金
小
）
▽
女
子
 
川
村
美

由
紀

（
金
小
）
5
0秒
0
3大
会
新
 

【
リ
レー
】
◆
学
年
別
▽
男
子

金
木
小
A
▽
女
子
 
金
木
小
A
 

◆
ォ
ー
プ
ン
▽
男
子
 
金
木
小
 

A
▽
女
子
 
金
木
小
A
 

九
月
二
日
、
海
洋
セ
ン
タ

ー
 

に
お
い
て
、
金
木
町
小

学
校

教
育
研
究
会
と
町
教
育
委
員
会

が
主
催
す
る
第
十

一
回
金
木
町

内
小
学
校
水
泳
大
会
（
記録
会
）
 

が
、
約
二
百
五
十
人
の
生
徒
児

童
の
参
加
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
 

各
種
目
の
優
勝
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。
 

【
ニ
＋
五
訂
自
由
型
】
◆
三
 

金木町内少年体育大会 
主催 喜良市スポーツ愛好会 

、， 	努 敢 バ① 	ら 観 が ~ ン ：大 十 肩 

選手宣誓をする木田敏彦君 



会
長
に
中
谷
氏
を
選
任
 

堺
り
ん）

創
立
四
十

周
年
で

表
彰
 

去
る
八
月
二
十
五
日
、
県
り

ん
ご
対
策
協
議
会
で
は
青
森
市

内
で
理
事
会
及
び
昭
和
六
十
一
一

年
度
総
会
を
開
催
し
、
会
長
に

わ
が
町
の
中
谷
藤
太
郎
県
経
済

連
会
長
を
選
任
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
●
」
 

の
日
は
同
協

議
会
創
立
四

十
周
年
式
典

も
お
こ
な
わ

れ
、
十
年
以

上
の
勤
続
役

員
の
中
谷
氏

が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
 

ク
街
を
美
し
く
ゴ

ミ
0
4
 

ス
モ
ー
キ
ン
ク
リ
ー
ン
運
動
実
施
 

た
ば
こ
は
地
元
か
ら
買
い
ま
し
よ
う
 

金
木
町
煙

草
販
売
促
進

協
議
会

（
新

岡
慶
一
会
長
）
 

で
は
、
八
月

に
．
ス
モ
1
 

キ
ン
ク
リ
ー
 

ン
運
動
4
を
 

実
施
し
、
町
内
の
沿
道
な
ど
r
、
、
、
、
 

清
掃
奉
仕
活
動
を
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
役
場
東
駐
車
場
入
口
付

近
に
「
街
を
美
し
く
ゴ

ミ
0
」
 

「
た
ば
こ
は
町
内
の
小
売
店
か

ら
」
 
「た
ば
こ
の
消
費
税
は
町

へ
」
 
と
書か
れ
た
高
さ
約
五
メ
 

ー
ト
ル
の
塔
を
設
置
し
ま
し
た
。
 

(1
0月
1
1日

ー
2
0日
）
 

全
国
防
犯

運
動
 

・'I'll"'川川川金木だより ④ 

“新たな交流と発展一北の飛躍を

めざして” のテーマで「青函トンネ

ル開通記念博覧会」 が昭和63年7月 

9 日Gうから 9 月18日（日）までの72日問

開催されます。 

これにともない金木町観光協会で

も、開催ー年前の7月 9 日（湘から豪

華景品が当たる抽選券が付いている

前売入場券の発売を開始しています。 

みなさんも是非この機会にお買い

求めください。 

ト前売入場券発売期問及び抽選 

く第 fl明〉 

昭和62年7月 9 日～12月31日

く第 2」切〉 

昭和63年 1 月lIII~6 月30日 

各期毎に抽選を行い、とくに第1 

期で抽選にもれた方はそのまま第 2 

期の抽選の対象となるダプルチャン

ス方式となっています。 

ト入場券の種類と料金 

区 	分 大 	人 高校生 小中学生 幼 	児 

前売券 1,50(）円 1,（嗣円 700円 加（耳13 

当日券 2,000円 1,50(）円 1,(xl〕円 α〕（月月 

※ 幼児…3歳以上 

前売券を購入された時の種類 

（年齢）で使用できます。 

ト発売場所 

⑨金木町観光協会事務局（役場商 

工観光課内） 

＠金木町商ニI二会事務局 

青森EX P0 '88 
豪華景品が当たる前売入場券はいかがですか 

青森EXPO'88 前売入場券抽選用景品―覧 

／、 
J 

~ 

日
 角
プ
 
ツ
 
ヒ
 
シ
 
脚
 
弘
 

林
ブ
 
十
古
北
経
 

く企業‘lt名〉 

日 本交通 公 社 賞 

賞 

、ソ

ヒ 

1, 

古牧温泉ホテル賞

北 洋 硝 子 賞

経 済 連 賞

六 花 酒 造 賞

青森県酒造組合連合会賞

チ ノ ン 商事（掬賞

青森県産米需要拡大

推 進 本 部 賞

東亜国内航空 賞

青森EXPO'88' j.務局賞 

く景 品 名〉 

サイパン 5 日間の旅御招待 

東京ディズニーランド御招待 

東京～沖縄往復航空券 

タイガー着せかえポット 

ワンタッチ折りたたみ自転車（ 0 B R-14) 

自転軍（マイチャーム24 E) 

カシォ電卓（フィルムカード） 

シャイニーアップルジユース（20缶） 

スキー（ S X1 450) 

津軽焼セット 

下川原焼き 

りんご樹皮加工ポシェット 

ブナコ盛鉢（青函博ォリジナル） 

ペア宿泊御招待券 

"  

花lox（ハナノウツワ） 

ながいも（ 5 kg入） 

本格焼酎（津軽海峡 2本セット） 

清酒（1.8リットル2本セット） 

高級カメラ（ケース付） 

県産米（ 5 kg入） 

背森～長崎往復ペア航空券 

オリジナルテレホンカード  

く本数〉 

6本 

100本 

5台 

3台 

70個 

200箱 

20台 

50組 

50組 

20I1 

200個 

20組 

20組 

12011M 

50箱 

50箱 

72箱 

4台 

100袋 

5組 

4,000枚 

本
 

リ
 
ヤ

カ
前
 

寿
 
和
 

ジ
 
ノ
 
グ
 
ィ
 
」
 ー
 
工
 

ナ
 
」
」
「

済
 

イ
ー
 

ニ
 モ
 

“
 航
 
弘
 ス
 

ー
 
工
 

田
 

』

コ
  
荘
 

ン
 

ー
 
ス
 

竹
ュ
 

ト
 
ダ
 チ
 

ー
 
リ
 
堂
 

賞
賞
賞
賞
賞
賞
賞
 
賞
賞
賞
 

「あいさつ運動」 一金木町教育委員会一 

0朝おきたら家族で 	、おはよう、 

0道で出あつた人にも 	議おはよう、 

0学校で、職場で 	、おはよう、 

本
本
 

4
.
 d
.
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’一， 

~届出による国籍取得について~ 

Lーーー,一，ー．ー．一．一ーーーーーーーー一．一．一．ー．ー．ー．一‘一．ー．ー‘一ーi 
～法 務 省～~ 

昭和60年1月 1日から改正国籍法

が施行され日本人の子で一定の条件

を備えている外国人は、法務大臣へ

届け出ることによって日本の国籍を

取得することができるようになって

おります。この届出によって日本の

国籍を取得できる場合はいくつかあ

りますが、そのうち、改正国籍法施

行前に外国人父と日本人母との間に

生まれた子の国籍取得の届出は、特

に改正国籍法の施行日から 3年以内 

（本年12月31日まで）に限ってする

ことができることとされており、届

出の期限が迫っていますので、この

届出をしようとする人は、早目に最

寄りの法務局に相談するようにして

ください。 

この届士日により国籍を取得できる

条件及び届出に必要な主な添付書類

は、次のとおりです。 

ト条 件 

1. 昭和40年1月 1日から昭和59 

年12月31日までに生まれたこと 

2 ，日本国民であったことがない

こと 

3 ．出生の時に母が日本国民であ

ったこと 

4 ．母が現に（又は死亡の時に） 

日本国民であること 

ト添付書類 

(1) 出生届の記載事項lSE明書、出

生証明書、分娩の事実を記載し

た母 f・健康手帳など 

(2） 日本の国籍を取得しようとす

る人の出生時から現在までの母

の戸（除）籍謄本（母が死亡し

ているときは、その死亡時まで

のもの） 

(3） 外国の方式により父母が婚姻

し、その婚姻が母の戸籍に記載  

されていない場合は、婚姻を証

する書面 

国籍取得の届出をするには、国籍

の取得をしようとする人の住所地を

管轄する法務局・地方法務局又はそ

の支局にこれらの書面を届書ととも

に提出してしますが、日本の国籍を

取得しようとする人が15歳以上のと

きは本人が、15歳未満のときは親権

者、、後見人などの法定代理人が自ら

法務局に出豆Iiしてしなければなりま

せん。 

なお、届出をする際は、次のこと

にも注意してください。 

①‘国籍取得の届出によって日本

の国籍を取得したときは、それ

によって現在有している外国の

国籍をその国の法律により当然

に失う場合があります（例えば、 

韓国など )o 

② 法務局で届日」が受け付けられ

た後は、届出を取り下げること

はできません。 

③ 届出によって日本の国籍を取

得したときは、法律で定まる日

本人である父又は母などの氏を

称し、その戸籍に入ることにな 

ーります。 

④ 届出によって日本の国籍を取

得したときは、戸籍を作るため、 

戸籍の届出を市町村長にしなけ

ればなりません。 

⑤ 届出によって日本の国籍を取

得したことにより重国籍となっ

た人は、法律の定める期限まで

にいずれかの国籍を選択しなけ

ればなりません。 
r"""" ’ー’ー’ー’一‘ー‘一’ー‘一’一’ーー一‘一』ー‘一‘"‘ー“ """""""'"’ー， 

I 技能検定試験について ~ 
L‘ーーー一ーーー一ーー一ーーー一ーーーーーーーーー．ーーーーーI 

県では、昭和62年度後期技能検定

試験を次により実施いたします。 

1‘実施1織種 

和裁・菓子製造・建築大工・配  

管など44職種56作業。 

2 ．受検資格 

(1) 1級受験には12年以上の実務

年数が必要です。 

(2) 2 級受験には 3年以上の実務 

年数が必要です。 

3 ．受験料 

(1） 学科試験手数料は全職種一律 

2,300円です。 

(2） 実技試験手数料は職種により

異なり、7,500円から12,500円と

なっています。 

4 ．実施日 

(1） 学科試験は昭和63年2月 7日・ 

14日・21日のいずれかの日曜日

に旧三市で行います。 

(2） 実技試験は昭和62年12月4 日 

から63年 3 月 7 日までの間の指 

定する日に行います。 

5 ．申込締切 

昭和62年10月13日（火） 

6 ．合格発表日 

昭和63年 3 月22日（火） 

7 ．その他 

受検案内の欲しい方は70円切手 

同封のうえ下記へ 

〒 030 

青森市長島一丁目1番1号 

青森県職業能力開発課 

雪 0177-22-1111内 I2361 

又は 

〒 031-01 

青森市大字野尻字今田43の 1 

青森県職業能力開発協会 

ft0177 -38-5561ff) 

ササ，，サ’サ，サ●サ’，●●・ 
サ 	 ・ 
， 	 ’ 

g 国際結婚への窓ロ ＝ 
サ 	 ， 
, 	 , 
；  外国からお嫁さんをも ； 

， らいたい方は履歴書を添 ， 

＝ えて役場企画室へお申し ； 

， 込み下さい。5 人以上ま ， 

竺 とまりましたら「集団見 ！ 
~ ’ 
， 合い」 を検討致したいと ， 

； 思います。 （現在1名申 ； 

， 込み中） 	 サ 

gTEL 53-2111内 L40, 
サ 	 ， 
, 	 , 
, 	 , 
,,,,,,,,,,,,,,，' 



交
通
事
故
死
亡
ゼ
ロ卿
日
達
成
 

昨
年
、
着
任
し
て
み
て
喜
良

市
に
 
「奈
良
姓
」
が
何
軒
か
あ

る
の
に
驚
き
ま
し
た
。
 「奈
良

姓
」
 
は
、田
川
、
太
田
、
相
内

に
そ
れ
ぞ
れ
何
軒
も
あ
る
よ
う

で
す
が
、
私
の
 
「奈
良
姓
」
 
は

相
内
の
奈
良
で
す
。
 

相
内
と
喜
良
市
は
、
昔
か
ら

相
当
密
接
な
つ
な
が
り
が
有
る

よ
っ
で
す
。
同
じ
山
村
の
故
か
、
 

或
い
は
営
林
署
の
関
係
か
ら
か
、
 

と
に
か
く
 
「喜
良
市
に
嫁
に
行

っ
た
」
 
とか
、「喜
良
市
か
ら
嫁

も
ら
っ
た
」
と
い
う
話
を
き
き

ま
す
。
又
、
近
所
に
は
「
喜
良

市
の
オ
ド
」
と
称
さ
れ
て
い
た

人
も
い
ま
し
た
。
喜
良
市
出
身
 
 の

お
医
者
さ
ん
の
お
世
話
に
な

っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

五
所
川
原
、
青
森
、
木
造
と

ま
わ
り
ま
わ
っ
て
、
当
校
に
勤

務
で
き
た
こ
と
を
、
右
の
よ
う

な
事
情
か
ら
も
有
難
く
思
っ
て

居
り
ま
す
。
 

広
く
ゆ
っ
た
り
し
た
校
舎
周

辺
の
す
ば
ら
し
い
環
境
に
し
ば

ら
く
は
見
と
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
土
の
愛
に
育
く
ま
れ
、
清

浄
な
空
気
で
心
を
磨
か
れ
、
文

字
通
り
心
身
共
に
健
康
に
育
っ

て
い
る
こ
の
子
ら
に
、
人
間
と

し
て
生
活
で
き
る
喜
び
と
共
に
、
 

人
間
と
し
て
の
強
い
生
き
方
を

身
に
つ
け
さ
せ
た
い
も
の
と
考
 
 え

ま
し
た
。
 

今
、
子
ど
も
に
必
要
な
の
は

何
で
し
ょ
う
。

・
ー
ー子
ど
も
に

は
仕
事
を
ち
ゃ
ん
と
さ
せ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
ー
と
い

う

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

仕
事
と
い
っ
て
も
、
別
に
難

し
く
考
え
て
い
る
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
ひ
と
り
で

ズ
ボ
ン
を
は
け
る
よ
う
に
な
る

と
、
小
さ
い
子
は
「
は
け
た
よ
、
 

は
け
た
よ
」
 
と
叫ん
で
喜
び
、
 

か
つ
自
慢
し
て
み
せ
ま
す
。
お

母
さ
ん
に
や
っ
て
も
ら
っ
て
い

た
こ
と
が
、
自
分
で

（仕
事
と

し
て
）
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
 

お
母
さ
ん
の
役
に
立
っ
た
か
ら

で
す
。
 

仕
事
は
他
の
た
め
に
役
立
つ

喜
び
と
誇
り
を
育
て
ま
す
。
で

も
、
仕
事
と
勉
強
は
犬
猿
の
仲

に
さ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
 

仕
事
で
学
び
と
っ
た
力
が
勉
強

を
推
進
す
る
力
に
な
る
の
で
す
。
 

ほ
ん
も
の
の
仕
事
は
さ
せ
な

い
で
 
「あ
な
た
の
仕
事
は
勉
強

よ
い
と
い
う
の
は
本
末
転
倒
で

す
。
病
身
の
母
が
雪
捨
て
作
業

を
し
て
い
る
の
に
中
学
生
の
息

子
は
テ
レ
ビ
に
み
と
れ
て
い
る

等
、
子
ど
も
を
お
客
扱
い
に
育

て
る
こ
と
が
、
子
ど
も
を
本
当

に
愛
す
る
道
で
は
な
く
、
ま
さ
 
 に

そ
れ
は
子
供
を
駄
目
人
間
に

し
て
し
ま
う
道
な
の
で
す
。
 

子
ど
も
を
子
ど
も
扱
い
や
、
 

お
客
扱
い
に
す
る
の
で
な
く
て
、
 

家
族
社
会
の
仲
間
と
し
て
も
っ

と
大
人
と
し
て
扱
う
こ
と
が
必

要
だ
と
思
う
の
で
す
。
 

低
学
年
で
も
ほ
う
き
を
う
ま

く
使
っ
て
掃
除
を
し
て
い
る
子

は
、
き
っ
と
家
の
玄
関
も

一
人

分
の
仕
事
と
し
て
担
当
、
掃
除

を
し
て
い
る
子
だ
と
思
い
ま
す
。
 

田
植
え
、
田
の
草
と
り
、
花

壇
の
草
と
り
、
グ
ラ
ン
ド
の
草

と
り
、
大
豆
畑
の
芽
つ
み
体
験

学
習
等
、
本
校
で
は
児
童
に
仕

事
を
与
え
、
勤
労
の
尊
さ
、
働

く
喜
び
、
貴
任
等
を
体
得
さ
せ

て
い
ま
す
。
 

ル
ン
ペ
ン
は
、
他
の
役
に
立

ち
必
要
と
さ
れ
る
人
間
に
自
己

を
育
て
よ
う
と
い
う
意
欲
を
も

ち
ま
せ
ん
。
 

今
、
子
ど
も
達
に
必
要
な
人

間
的
自
覚
は
、
仕
事
や
勉
強
を

通
し
て
他
に
貢
献
す
る
喜
び
と

誇
り
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

人
か
ら
言
わ
れ
な
く
て
も
、
よ

く
気
が
つ
き
、
考
え
、
そ
し
て

実
行
す
る
人
間
を
少
し
で
も
多

く
育
て
て
行
く
つ
も
り
で
居
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
 

金
木
町
は
八
月
十
八
日
、交
通

事
故
死
ゼ
ロ
五
百
日
を
達
茂
し
、
 

同
月
ニ
十
日
に
前
田
健
治
県
警

本
部
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
金
木
署
管
内
で
も
九
月

二
十
七
日
で
事
故
死
ゼ
ロ
五
百

日
を
達
成
し
ま
す
の
で
、
町
民

一
丸
と
な
っ
て
事
故
防
止
に
努

め
、
次
の
目
標
で
あ
る
六
百
日
、
 

七
百
日
 
を

目
ざ
し
死
亡
事

故
の
な
い
明
る
い
町
に
し
ま
し

よ
、つ
。
 

町
は
八
月
末
日
で
昨
年
同
期

に
比
べ
て
件
数
、
負
傷
者
、
死

者
共
に
減
少
し
て
い
ま
す
が
次

の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

o

時
間
帯
別
で
は
出
勤
時
、
帰
 
 宅

時
の
事
故
が
大
半
を
占
め
て

い
ま
す
の
で
ご
注
意
を
。
 

o

車
対
車
の
事
故
で
は
、
出
合

い
頭
、
発
進
・
後
退
時
の
事
故

が
大
部
分
を
占
め
て
い
ま
す
の

で
、
交
差
点
で
は
必
ず
安
全
を

確
か
め
、
発
進
・
後
退
時
は
周

り
を
も
う
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
 

、つ
。
 

o

人
対
車
の
事
故
で
は
六
十
％

以
上
が
子
ど
も
の
と
び
だ
し
に

よ
る
も
の
で
す
。
運
転
者
は
車

の
陰
等
に
十
分
注
意
し
、
家
庭

で
は
横
断
の
し
か
た
に
つ
い
て

正
し
く
教
え
ま
し
ょ
う
。
 

…lIIHIIIl川II旧川金木だより ⑥ 

教育随想 

喜良市小学校長 奈 良 祐 治
 

前田本部長から表彰される秋元助役 
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⑦ 金木だより川川川川III,,,. 

被
害
総
額
七
十
四

億
円
 

素
人

に
は
危
険
が

い
っ
ぱ
い
 

「
絶
対
も
う
か
り
ま
す

」
ー
 
通
商

産
業
省
、
農
林
水
産
省
お
 

の
甘
い
言
葉
で
誘
い
、
大
金
を

巻
き
上
げ
る
悪
質
な
海
外
商
品

先
物
取
引
業
者
に
よ
る
被
害
は
、
 

一
向
に
減
り
ま
せ
ん
。
 

昨
年
度
（
昭
和
六
十

一
年
四

月
ー
昭
和
六
十
二
年
三
月
）
に
 
 よ

び
都
道
府
県
の
窓
ロ
に
も
ち

込
ま
れ
た
海
外
商
品
先
物
取
引

の
相
談
・
苦
情
件
数

は
三
千
一
一

十
件
、
金
額
に
し
て
七
十
四
億

円
に
及
ん
で

い
ま
す
。
 

海
外
商
品
先
物
取
引
は
、
香
 

最
近
の
苦
情
・
相
談
を
み
る

と
、
お
年
寄
り
、
主
婦
、
若
い

独
身
者
層
が
特
に
多
い
よ
う
で

す
が
、

こ
の
中
か
ら
被
害
者
別

に
み
た
悪
質
手
ロ
の
い

く
つ
か

を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
 

①
お
年
寄
り
の
場
合
 

外
出
の
機
会
の
少
な
い
お
年

寄
り
に
、
親
切
を
装
っ
て
デ
パ
 

ー
ト

へ
の
買
い
物
に
誘
う
な
ど

し
た
後
、
豪
華
な
内
装
の
事
務

所
に
連
れ
込
ん
で
す
っ
か
り
信

用
さ
せ
て
、
取
引
の
仕
組
み
も

わ
か
ら
ぬ
ま
ま
百
万
円
の
預
金

を
引
き
出
さ
せ
た
。
 

②
若
い
主
婦
の
場
合
 

ご
主
人
が
勤
め
に
山
た
合
い

問
に
訪
問
。
 
「
ご
主
人
に
内
緒

で
も
う
け
て
び
っ
く
り
さ
せ
た

ら
」
な
ど
と
言
っ
て
誘
う
。
近

所
付
き
合
い
が
浅
く
、
相
談
相
 
 港

、
 ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
、

ロ
ン
ド

ン
と
い
っ
た
海
外
商
品
市
場
に

お
い
て
金
、
石
油
、
砂
糖
、
大

豆
な
ど
の
商
品
を
対
象
と
し
た

先
物
取
引
で
す
。
こ
の
取
引
は

市
場
が
海
外
に
あ
る
た
め
、
 一

般
の
人
に
は
刻
々
と
変
わ
る
相

場
を
確
認
す
る
の
は
、
容
易
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
為
替

相
場
の
変
動
も
考
え
ね
ば
な
ら

ず
、
素
人
に
と
っ
て
は
危
険
が
 

手
の
い
な
い
の
を
狙

わ
れ
た
も

の
で
、
ご
主
人
に
も
相
談
で
き

な
い
ま
ま
、
相
場
の
変
動
に
よ

っ
て
追
加
金
を
要
求
さ
れ
、
一
一

百
万
円
の
損
害
。
 

⑧
独
身

o
Lの
場
合
 

「結
婚
資
金
を
作
ら
な
い
か
」
 

と
誘
わ
れ
る
。
 
「
一
か
月
ぐ
ら
 

い
で
二
〇
％
の
利
益
が
簡
単
に

山
ま
す
」
と
言
わ
れ
、
預
金
を

解
約
し
て
百
万
円
支
払
い
、
契

約
し
た
。
 

④
中
年
主
婦
の

場
合
 

新
聞
、
テ
レ
ピ
な
ど
の
経
済

情
報
に
関
心
が
強
い
と
こ
ろ
が

カ
裏
目
中
に
山
て
、
業
者
と
の

応
答
の
過
程
で
つ
け
込
ま
れ
た
。
 
 い

っ
ば
い
潜
ん
で
い
る
と
い
え

ま
す
。
 

誘
わ
れ
て
も
取
引
す
る
意
志

が
な
け
れ
ば
、
さ
っ
ば
り
と
断

り
ま
し
ょ
う
。
あ
い
ま
い
な
受

け
答
え
は
、
悪
質
業
者

に
つ
け

込
ま
れ
る
も
と
で
す
。
不
審
に

思
っ
た
ら
、
お
金
を
支
払
う
前

に
最
寄
り
の
相
談
窓

口
へ
相
談

し
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
万
一
お
金
を
支
払
っ
 

「中
東
情
勢
の
悪
化
で
原
油
の

値
上
が
り
必
至
。
今
が
チ
ャ
ン

ス
」
 
と
い
う
話に
と
び
つ
き
、
 

ご
主
人
に
内
緒
で
定
期
預
金
を

解
約
し
て
契
約
書
に
サ
イ
ン
。
 

な
ま
は
ん
か
な
知
識
は
ケ
ガ
の

も
と
で
す
。
 

⑤
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
場
合
 

ソ
連
の
原
子
力
発
電
所
放
射

能
漏
れ
小
故
で
農
作
物
に
大
被

害
、
ェ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
で
大

豆
、
小
麦
に
影
響
ー
と
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
が
興
味
を
も
つ
最
近

の
ニ
ュ
ー
ス
と
結
び
つ
け
て
誘

わ
れ
た
。
職
場
の
忙
し
い
時
を

狙
っ
て
電
話
を
か
け
て
き
て
、
 

「
も
う
い
い
で
す
」
 
「結
構
で
 
 た

と
し
て
も
業
者
の
コ
口
い
な
リ

に
な
ら
ず
、
最
寄
り
の
相
談
窓

口
や
弁
護
士
に
相
談
す
る
な
ど
、
 

強
い
姿
勢
で
対
応
し
ま
し
ょ
う
。
 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
先
物
取

引
に
 
「絶
対
も
う
か
る
」
 
と
い

う
こ
と
は
な
い
わ

け
で
．
容
易

に
契
約
書
に
サ
イ
ン
し
た
り
せ

ず
、
お
金
を
渡
す
前
に
、
も
う

一
度
よ
く
考
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
 

す
」
 
と
いう
断
り
の
言
葉
を
同

意
し
た
と
逆
乎
に
と
り
、
注
文

し
た
か
ら
と
契
約
を
迫
る
。
煩

わ
し
い
か
ら
一
口
（
五
十
万円
）
 

契
約
し
て
し
ま
っ
た
。
 

⑥
独
身
サ
ラ
リ
ー
マ
ンの
場
合

高
校
あ
る
い
は
大
学
の
後
輩

と
称
し
、
職
場
に
直
接
訪
ね
て

く
る
。
 
「資
金
が
な
い
」
 
と
言

う
と
サ
ラ
金
を

紹
介
さ
れ
、
断

っ
た
が
巡
日
職
場
に
押
し

か
け

ら
れ
根
負
け
。
 

以
上
の
よ
う
な
手

口
で
勧
誘

の
す
え
、
契
約
を
さ
せ
ら
れ
お

金
を
渡
し
て
し
ま
っ
た
後
は
、
 

無
意
味
な
売
買
の
繰
リ
返
し
で

予
数
料
を
稼
が
れ
た
り
、
当
初

利
益
が
で
る
よ
う
に
仕
組

み
、
 

取
引
量
を
増
加
さ
せ
て
大
き
い

損
を
出
さ
せ
た
り
、
も
う
か
っ

て
い
る
と
き
決
済
を
さ
せ
ず
、
 
 損

が
出
る
と
決
済
を
迫
っ
た
り
、
 

あ
げ
く
に
は
、
突
然
会
社
を

た

た
ん
で
蒸
発
を
し
た
り
す
る
例

が
み
ら
れ
ま
す
。
 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ

う
な
悪
質
な
海
外
商

品
先
物
取

引
で
、
多
額
の
被
害
を
受
け
た

方
が
非
常
に
多

い
の
で
十
分
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

海
外
商
品
先
物
取
引
の
こ
と

で
お
困
り
の
方
は
、
通
商
産
業

省

（
〇
三
ー
五

O
一
ー
一
五

一

一
）
お
よ
び
地
方
通
商
産
業
局
、
 

ま
た
は
農
林
水
産
省

（
〇
三

ー
 

五

O
一
ー
六
七
三
〇
）
お
よ
び

地
万
農
政
局
あ
る
い
は
都
道
府

県
・
市
町
村
な
ど
の
最
寄
り
の

相
談
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

悪
質
業
者
の
実
態
を
知
ろ
う
 

被
害
者
別
勧
誘
方
法
あ
れ

こ
れ
 

就業構造基本調査にこ’協力ください 

就業構遣基本訓査が実施されます．この訓査は、全川

および地域別の就業、不就業の基本的な構遺を明らかに

し、各種行政施策の基礎資料を得るための統計調売です． 

わが町の調査地区は寺町、金木団地，神明町、三軒町． 

沢部、雲雀野団地，後町です。lo" I H現在で本調査が

実確されます． 調査貝が訪川Iしますので、ご協力をお願

いします。詳しいことは、役場企画室（廿52-2111内線 

40番）へお間い合わせください． 



金
木
だ
よ
り
六
月
号
中
“
戸

籍
の
窓
お
しあ
わ
せ
に
‘
次
の

方
が
抜
け
て
い
ま
し
た
。
 

丸
山
 
弘洋
（長
一
郎）
金
 
木

中
嶋
小
百合
（な
つ
豆
）
鯵
ケ沢

追
加
し
て
お
詫
び致
し
ま
す
。
 

野
宮

雄
造
氏
に
 

特
別
功

労
表
彰
 

さ
る
八
月
二
十
ニ
日
、

第

四
十
二
回
市
町
村
対
抗
県
民

体
育
大
会
が

開
催
さ
れ
、
県

総
合
運
動
公
園
で

の
開
会
式

に
お
い
て
野
宮
雄
造
氏

（
金
 

木
町
体
育
協
会
副
会
長
）
が

県
体
育
協
会
よ
り
ク
国
休
十

周
年
記
念
特
別
功
労
表
彰

4
 

を
受
け
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
同
氏
が
昭
和
四
十
 

一
年
四
月
以
来
、

長
き

に
わ
た
り
金
木
町
体
育

協
会
副
会
長
職
を
努
め
、
 

県
民
体
育
大
会

の
振
興

発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功

績
を
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。
 

はじめまして 

信人ちゃん 

7 月26日生まれ 

体重 3,140グラム 

芦野団地 

泉谷 勝信さんの次男 

,
，
●

，
 

っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

一H
B
s
抗
原
陽
性
の
場
合

に
は

さ
ら
に
H
B

e
抗
原
、
抗
体
を

検
査
し
ま
す
が
、
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
力
の
強
さ
が
わ
か
り
ま
す
。
 

H
B
e
抗
原
陽
性
の
血
液
が
最

も
感
染
力
が
強
く
危
険
で
す
。
 

B
型
肝
炎
が
話
題
と
な
っ
て

い
る
の
は
、
ま
ず
第

一
に
激
症

肝
炎
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で

す
。
B
型
肝
炎
か
ら

劇
症
肝
炎

に
な
る
の
は
ー
と
ニ

％
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

い
っ

た
ん
劇
症
肝
炎

に
な
っ
た
場
合

は
重
篤
な
肝
性
昏
睡
を
き
た
し
、
 

約
八
〇
ー
九
〇
％
の
人
が
死
亡

し
て
い
ま
す
。
 

つ
ぎ
に
B
型
肝
炎

の
キ
ャ
リ

ア
ー
（
H
B

s
抗
原
陽
性
で
無

症
状
の
持
続
感
染
者
）
は
約
一
O
 

％
が
慢
性
肝
炎

に
な
り
、
そ
の

な
か
の

一
部
の
人
は
さ
ら
に
肝

硬
変
、
肝
癌
へ
と
移
行
す
る
と

い
う
こ
と
が

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

ギ
ャ
リ
ア
ー
に
は
免
疫
の
低
下

し
た
人
や
小
児
が
な
り
や
す
い

と
さ
れ
、
と
く
に
H
B
e
抗
原

陽
性
の
母
親
か
ら
生
ま
れ
た
子

供
は
高
率
に
そ
ャ

リ
ア
ー
に
な

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

予
防
と
し
て
は
B
型
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
を
中
和
す
る
免
疫
グ

ロ

プ
リ
ン

（
H
B
I
G
）
が
あ
り

ま
し
た
が
、
最
近
に
な
り
H
B
 

ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
実
際

に

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
B
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に

対
す
る
免
疫
を

つ
け
る
こ
と
で

予
防
す
る
も
の
で

す
。
 

戸
籍
の
窓
 

八
月
届
出
 

お
め
で
と
う
 

泉
谷
 
伝
人

（
勝
信
）
金
 
木

蛸
島
 
彩
香

（
浩
喜
）
嘉
 
瀬
 

白
崎
 
愛
理
 
繁

一

山
田
 
勇
次
 
民
男

桑
田
 
豊
広
  

優
 

神
島
 
亮
介
  
忠
樹

秋
谷
 
佳
祐

秋
元
 
秀
太

角
田
有
木
子

阿
部
麻
菜
美

今
 
静
香

山
中
 
夏
希
 

白
川
 
拓
己

（
鉄
也
）
蒔
 
田
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

【
ク
ル
ス
サ
 
、
サ
ン
チ
ュ
ス
 
ノ
リ
サ
γ
《
，
 

（
大
屋
 
正
彦
（
正
美
）
嘉
 
瀬
 

〈
阿
部
真
由
美
（
幸
男
）背
森
市
 

ー
 
お
 
わ
 
び

ー
 

お
＜
や
み
 

木
下
ミ
チ
エ

伊
丸
岡
す
哀

伊
藤
 

ミ
ツ

木
村
 
輝
朗

八
木
橋
ト

モ

今
 

カ
ス

鳴
海
 
ソ
タ
 

8 月31日現在 

男 	6,662 

女 	7,226 

計 	13,888 

世帯数 3,918 

嘉
 
瀬

金
 
木
 

"
 

嘉 金嘉

瀬木瀬 

喜
良
市
 

嘉 

瀬 

嘉 

瀬 

喜
良
市
 

健
弥

定
行

龍
一
一

隆
男
 

売
悦
 

諭 

86 79 83 16 72 89 73 
歳 歳 歳 歳 歳 歳歳 

嘉喜 川 金嘉喜 嘉 
良 	 良

瀬市 倉木瀬市 瀬 

HII川川川金木だより ⑧ 

金木病院力ルテ⑩ 

B型肝炎について 

金木病院外科 清 藤 

急
性
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
に
は
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
の
種
類
に
よ
り
、
 

A
型
、
B
型
、

い
ず
れ
で
も
な

い
非
A
非
B
型
肝
炎
が
あ
り
ま

す
。
今
回
は
最
近
話
題
と
な
っ

た
B
型
肝
炎

（
H
B
）
に
つ
い

て
と
り
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
検
査

に
は
ま
ず
H
B

s
抗
原
と
抗
体

が
あ
り
ま
す
。

H
B
s
抗
原
は
 

B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

て
い
る
と
陽
性
と
な
り
、
 一
度

感
染
し
た
人
が
治
癒
す
る
と

H
 

B
s
抗
体
が
陽
性
に
な
り
ま
す
。
 

H
B

s
抗
体
陽
性
の
人
は
再
び
 

B
型
肝
炎
に
か
か
る
心
配

は
あ

り
ま
せ
ん
。
実
際
に
は
感
染
し

て
も
必
ず
発
症
す
る
と
は
か
ぎ

ら
ず
軽

い
症
状
や
無
症
状
で
治
 

(
 

ザ
 


